
名古屋市立当知小学校の総合学習を支援しました
土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 SHONAIGAWA RIVER OFFICE

〇６月２日(火)、名古屋市立当知小学校において、２年生(49名)の総合学習を支援しました。

〇 水害を体験したことのない児童たちに、この地域に起きた東海豪雨の被災状況を紹介し、水防災に対する意識と備えの

重要性を伝えるとともに、ライフジャケットの正しい着用など河川体験での安全指導を実施しました。

〇 身近な庄内川に生息する水生生物を観察したり、実際にふれることで河川環境の大切さを学んでもらいました。

水生生物観察(お魚タッチプール) 水防災講座（東海豪雨について）

【参加した児童：2年生49名】
★児童たちの感想や質問など

●ウナギはつるつるだった

●たべたい

●ウナギをつかめた

●カメを持ち上げることができた

●指を噛まれた

河川体験安全指導
（ライフジャケットの正しい着用）

水生生物観察（水生生物の説明） 水生生物観察（お魚ウォッチング）
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